
　

緑
は
、
人
々
に
憩
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え

る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
や
都
市
部
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に
寄
与

す
る
な
ど
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

区
で
は
、
平
成
21
年
3
月
に
「
中
央
区

緑
の
基
本
計
画
」
を
改
定
し
、
区
の
緑
に

つ
い
て
の
総
合
的
な
基
本
方
針
を
定
め
、

本
庁
舎
や
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
の
壁
面
緑
化

な
ど
、
区
立
施
設
の
緑
化
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

街
路
の
緑
化
は
街
に
彩
り
や
う
る
お
い

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
の
吸
収
、
火
災
時
の
延
焼
防
止
、

夏
の
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
温
暖
化
を
防
止

す
る
な
ど
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
区
で
は
、

●
街
路
樹
の
よ
り
一
層
の
増
加

●
特
色
あ
る
街
路
樹
の
整
備

●
街
路
樹
の
多
層
化
・
連
続
化

な
ど
街
路
緑
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

街
路
樹
を
増
や
し
て
い
ま
す

　

都
心
の
中
央
区
で
緑
を
増
や
す
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
区
で
は
、
歩

道
の
拡
幅
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

や
、
電
線
類
の
地
中
化
工
事
に
あ
わ
せ
、

街
路
樹
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
2
6
6

本
の
街
路
樹
（
高
木
）
を
新
た
に
植
栽
し
、

平
成
26
年
4
月
現
在
、
区
道
の
街
路
樹
は

34
種
、
6,
7
6
9
本
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
ア
マ
ノ

ガ
ワ
（
サ
ク
ラ
）、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
を

植
栽
し
ま
す
。

特
色
あ
る
街
路
樹
を

整
備
し
て
い
ま
す

　

地
域
の
特
性
や
要
望
を
踏
ま
え
、
景
観

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
花
が
き
れ
い
な
木

や
、
新
緑
や
紅
葉
が
美
し
い
木
な
ど
特
色

あ
る
街
路
樹
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
銀
座
地
区

で
は
ミ
ツ
バ
チ
の
蜜
源
と
な
る
マ
ロ
ニ
エ

や
シ
ナ
ノ
キ
、
ア
メ
リ
カ
に
贈
っ
た
サ
ク

ラ
の
返
礼
と
し
て
日
本
に
贈
ら
れ
た
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と
呼

ば
れ
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
な
ど
19
の
通
り
に

13
種
類
の
街
路
樹
が
、
銀
座
の
通
り
を

彩
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
の
木
で
あ
り
、
銀
座
の
象
徴

で
も
あ
る
ヤ
ナ
ギ
は
、
銀
座
柳
通
り
な
ど

に
植
樹
す
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
銀
座

の
柳
の
子
孫
と
な
る
二
世
柳
や
、
三
世
柳
、

さ
ら
に
は
、
四
世
柳
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
実
感
で
き
る

花
や
緑
を
増
や
し
て
い
ま
す

　

区
で
は
、
生
活
に
身
近
な
街
路
の
緑
を

充
実
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
幅
の
広
い
道
路
で
は
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
の
び
の
び
と
し
た
街

路
樹
を
育
て
る
と
と
も
に
、
中
木
、
低
木

等
を
あ
わ
せ
て
植
栽
し
、
緑
の
多
層
化
・

連
続
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道

が
狭
い
街
路
に
お
い
て
も
、
フ
ェ
ン
ス
に

ツ
タ
類
を
這
わ
せ
る
な
ど
、
緑
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
た
「
街

角
広
場
」
や
四
季
の
草
花
を
植
え
た
「
花

咲
く
街
角
」
を
整
備
し
て
お
り
、
地
域
の

人
々
だ
け
で
な
く
、
中
央
区
を
訪
れ
る
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
花
咲
く
街
角
」
に
お
い
て
は
、

ア
ダ
プ
ト
活
動
と
し
て
、
草
花
の
植
付
け

や
水
や
り
な
ど
の
維
持
管
理
を
地
域
の

方
々
に
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
区
民
や

企
業
の
方
々
と
区
と
の
「
緑
の
輪
」
の
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
地
域
住
民
や
事

業
者
の
方
々
が
公
園
や
道
路
等
の
公
共
施

設
の
一
定
区
域
を
清
掃
や
美
化
等
の
維
持

管
理
を
行
う
活
動
の
こ
と
で
す
。

「
水
と
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

マ
ッ
プ
」
を
ご
利
用
下
さ
い

　

区
で
は
、
多
く
の
方
々
に
区
の
緑
や
水

辺
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
区
内
散
策

や
ま
ち
歩
き
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
区
内
の
緑
や
樹
木
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

水
辺
の
魅
力
を
紹
介
し
た
「
水
と
み
ど
り

の
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
区
役

所
本
庁
舎
、
日
本
橋
・
月
島
の
両
特
別
出

張
所
な
ど
で
配
布
す
る
と
と
も
に
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
特
色
あ

る
街
路
樹
を
は
じ
め
、
区
内
の
公
園
、
水

辺
を
含
め
た
5
つ
の
「
お
す
す
め
散
策

コ
ー
ス
」
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

水
と
み
ど
り
の
課　

道
路
緑
化
施
設
係

☎
（
３
５
４
６
）
５
４
３
７
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区 の 街 路 緑 化 を 紹 介 し ま す

（整備前）

特色ある街路樹（イロハモミジ）

（整備後）

今年 7月に植栽した銀座の柳四世

街角広場

緑の多層化・連続化

花咲く街角（ボランティア花壇）

水とみどりのふれあいマップ

➡



　

平
成
26
年
8
月
23
日（
土
）、環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
中

央
区
の
森
の
木
で
工
作
体
験
」
に
親
子
7
組
15
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、「
中
央
区

の
森
（
南
郷
地
区
）」
の
森
林
保
全
活
動
で
伐
採
し
た
木
材
を
使
用
し
て
、ベ
ン
チ
・
テ
ー

ブ
ル
・
本
棚
な
ど
の
家
具
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

　

当
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
中
央
区
京
橋
二
丁
目
に
本
社
が
あ
る
「
清
水
建
設
株
式
会

社
」
な
ら
び
に
同
社
東
京
木
工
場
に
、
家
具
の
設
計
、
部
品
の
加
工
、
組
立
て
指
導
な

ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
中
央
区
の
森
」
産
材
の
家
具
が
ど
の
よ
う
に
出
来
上
が
っ
た
の
か
製
作
過
程
を
紹

介
し
ま
す
。

　

今
回
使
用
し
た
木
材
は
平
成
25
年
秋
に
「
中
央
区

の
森
（
南
郷
地
区
）」
で
伐
採
し
ま
し
た
。
こ
の
森

で
は
、
人
工
林
を
自
然
豊
か
な
広
葉
樹
林
に
復
元
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
伐
採
後
に
は
こ
の
土

地
に
元
々
生
育
し
て
い
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
な
ど
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
森
か
ら
伐
採

し
た
木
材
は
丸
太
の
状
態
で
搬
出
後
、
製
材
所
で
板

に
加
工
し
乾
燥
さ
せ
、「
清
水
建
設
㈱
東
京
木
工
場
」

で
、
各
部
品
に
加
工
し
ま
し
た
。
最
後
に
環
境
情
報

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
区
内
の
親
子
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
木
材
の
魅
力
や
森
林
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
木
工
場
の
職
員
の
方
々
の
指
導
の

も
と
電
動
ド
リ
ル
や
ト
ン
カ
チ
を
使
い
、
家
具
の
組

立
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
ト
ン
カ
チ
や
カ
ン
ナ
の
使
い
方
を
知
り
、

楽
し
か
っ
た
。」「
子
供
に
木
の
温
か
み
を
覚
え
て
も

ら
う
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
家
具
は
今
後
、
来
館
者
の
皆
様
に

「
中
央
区
の
森
」
の
木
の
温
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
備
品
と
し
て
使
用

し
ま
す
。

環境作品コンクール

入賞者のお知らせ
　中央区では、区内小・中学校の児童・生
徒の皆さんに、環境について関心を深めて
もらうことを目的に「環境作品コンクール」
を実施しています。

　今年度は、標語 1,098 点、ポスター 1,149
点の応募がありました。
　審査の結果、次の方が入賞しました。お
めでとうございます。
　なお、これらの作品は、区内施設での展
示のほか、環境カレンダーや環境月間ポス
ターなどに活用していきます。

　また、佳作として、標語部門で小学生 22 名、中学生 12 名、ポ
スター部門で小学生 43 名、中学生 7 名が入選しました。

子
ど
も
た
ち
の

鋭
い
視
点
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

校
庭
で
は「
究

極
の
エ
コ
カ
ー
・

人
力
車
」
が
子

ど
も
た
ち
を
乗

せ
て
校
庭
を
１

周
。
月
島
警
察

署
の
白
バ
イ
に

ま
た
が
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
得

意
満
面
。
今
年
も
「
サ
ー
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
そ
う
に
各
ブ
ー
ス

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先　

環
境
推
進
課　

環
境
活
動
係

☎
（
３
５
４
６
）
５
６
５
４

　

10
月
11
日
（
土
）、月
島
第
一
小
学
校
で
「
2
0
1
4

年　

子
ど
も
と
た
め
す
環
境
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
体
験
学
習
で
き
る
場
を
提
供

し
た
い
と
中
央
区
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
し

て
い
る
も
の
で
、
37
の
企
業
・
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
階
体
育
館
に
は
18
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
中
央
区

の
「
草
花
で
つ
く
る
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
」
を
は
じ
め
、「
間

伐
材
を
使
っ
て
鳴
子
づ
く
り
」、「
ミ
ツ
ロ
ウ
キ
ャ
ン
ド

ル
づ
く
り
」
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
階
、
２
階
の
ブ
ー
ス
に
も
ク
ラ
フ
ト
や
実
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
み
な
が

ら
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
ま
た
、
２
階
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
区
内

７
つ
の
小
学
校
か
ら
環
境
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
や
レ

ポ
ー
ト
が
展
示
さ
れ
、
地
球
環
境
や
エ
コ
に
対
す
る
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区
で
は
、
区
内
事
業
者
・
団
体
の
方
を
対
象

に
、「
中
央
区
の
森
」
を
活
用
し
た
森
林
保
全

活
動
事
業
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
６
事
業
者
・
団
体
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
間
伐
作
業
や
木
材
の
運
び
出

し
な
ど
に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
環
境
活
動
の
一
つ
と
し
て
、「
中
央
区

の
森
」
で
森
林
保
全
活
動
を
行
い
、
環
境
保
全

に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
中
央
区
の
森
」
の
木
を
使
っ
て

家
具
を
製
作
し
ま
し
た
！

事
業
者
・
団
体
の
み
な
さ
ん

「
中
央
区
の
森
」
で

森
林
保
全
活
動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

中央区の森 だより

中央区の森産材の家具

3 階　体育館の様子

ワークショップ 清水建設㈱東京木工場 製材所 伐採作業

最優秀作品	
晴海中
2年　櫻井 恵

最優秀作品	
佃島小
4年　佐藤　隆之助

●問合せ先　環境推進課　環境活動係　☎（３５４６）５４０３

入選者（敬称略）

標語部門
最優秀作品（2名）
久松小	 2年	 森田　絢子
銀座中	 1年	 玉井　開

優秀作品（5名）
常盤小	 1年	 中村　羽那
泰明小	 2年	 小島　里彩
月島第一小	 6年	 天野　裕介
泰明小	 6年	 宰田　優美
日本橋中	 2年	 加藤　寛翔

ポスター部門
最優秀作品（2名）
佃島小	 4年	 佐藤　隆之助
晴海中	 2年	 櫻井　恵

優秀作品（7名）
京橋築地小	 1年	 稲葉　凛
日本橋小	 2年	 石原　然
久松小	 3年	 川名　海喜
月島第一小	 5年	 尾形　慎
佃島小	 6年	 田畑　佳夏
有馬小	 4年	 杉本　樹哉
日本橋中	 3年	 鴨下　映介

お
し
ま
な
い　

　
ぬ
く
て
ま　
さ
す
て
ま

　
　
コ
ン
セ
ン
ト小

学
生
の
部	

最
優
秀	

久
松
小
学
校　

２
年　
森
田　
絢
子

い
ら
ぬ
な
ら　

　
迷
わ
ず
消
そ
う　

　
　
節
電
だ

中
学
生
の
部	

最
優
秀	

銀
座
中
学
校

１
年　
玉
井　
開

　

平
成
26
年
7
月
26
日
（
土
）
に
、
区
内
在
住
・

在
学
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
「
中
央
区

の
森
親
子
自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
32

名
の
親
子
が
檜
原
村
で
自
然
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
午
前
中
に
檜
原
村
教
育
の
森
で
川
遊
び
を

行
い
、
昼
食
は
、
檜
原
村
教
育
の
森
で
流
し
そ

う
め
ん
を
食
べ
ま
し
た
。
午
後
は
中
央
区
の
森

（
数
馬
地
区
）
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

炭
焼
き
小
屋
、
間
伐
作
業
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
川
の
水
が
冷
た

く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」「
流
し
そ
う
め
ん
は

な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
の
で
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先　

環
境
推
進
課　

環
境
活
動
係　

☎
（
３
５
４
６
）
５
６
５
４

川
遊
び
の
様
子

流
し
そ
う
め
ん
の
様
子

「
親
子
自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

2
0
1
4
年
　
子
ど
も
と
た
め
す
環
境
ま
つ
り
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　●問合せ先　環境情報センター　☎（６２２５）２４３３　ホームページアドレス　http://eic-chuo.jp/

代表理事　村上　公哉
専務理事　センター長 中丸　正

　中小既築建築物の省エネ化の促進・
ＣＯ２の削減を目的に平成 25 年１月
に設立。省エネ化の対象となる建築物
の調査と具体的な省エネ促進手法の研
究、エネルギー利用状況の把握・分析、
エネルギーの共同利用による負荷平準
化システムの研究、省エネ化推進マ
ニュアルの制作など、地域に寄り添っ
た経済活性化とエネルギー・環境問題
の解決に取り組んでいます。
　国土交通省の「法人建物調査（平成
20 年度）」によれば、国内の民生業務
用建物は約 63 万棟。このうち容積
１万㎥以下の中小ビルは約 61 万棟で、
消費電力量は全体の 14％にも達して
います。「私たちが中小ビルに注目す
る理由はここにあります」と中丸セン

ター長。電力使用量の分析・診断に基
づく省エネ提案はもちろん、ビル単位
で行っている電工・配管・運搬・据え
付け・内装などを複数のビルと共同で
行う研究、大規模開発ビルの建設時の
建設リソースの地域への応用研究な
ど、取り組むテーマは山積。セミナー
やイベント、勉強会も開催し、エコで
過ごしやすい「まち」づくりを地域の
人々と進めています。

　環境情報センターでは、環境活動を目的に区内
で活動している団体の応援をしています。区の承
認を得て、環境活動
登録団体として登録
されると、環境情報
センターの研修室を
優先的に使用できた
り、交流室や展示ス
ペースを使用したり

することができます。
　 ま た、 年 に 一 度、
環境活動の発表の場
として、展示会や発
表会を設け、団体の
ＰＲや団体同士の交
流などの手助けも行っています。
　昨年から始まった環境活動登録団体の活動紹介
展『環境活動フェス』を、9 月 27 日～ 10 月 5 日

に開催しました。今年は 18 団体がパネルや作品を
展示したり、ワークショップを行ったりし、来場者
に活動を紹介してい
ました。
　環境活動に興味の
ある方は、お気軽に
環境情報センターま
でご相談ください。

環境活動登録団体の活動紹介展『環境活動フェス』が開催されました

環境活動登録団体の紹介
一般社団法人 中小既築建築物省エネ化フォーラム
( エリアエネルギーマネジメントセンター ) 

公益財団法人　日本環境協会

代表　森嶌　昭夫

　昭和 52 年に設立した日本環境協会
は、環境保全活動に参加する人や企業
がそれぞれの活動を推進し、持続可能
な社会が実現できるよう、環境保全に
関する知識や情報の普及、調査研究な
どに取り組んでいます。
　その活動のひとつが「こどもエコク
ラブ」です。平成 7 年度より環境省の
事業としてスタート、平成 23 年度に
環境省から協会に引き継がれました。

「こどもエコクラブ」は幼児（３歳）か
ら高校生までなら誰でも参加できる環
境活動のクラブで、これまでに 200 万
人を超える子どもたちが、地域の大人

（サポーター）と環境活動や学習を行っ
てきました。
　登録クラブ数は 2,112、メンバー数
は 100,184 人（ 平 成 26 年 10 月 31

日現在）。地域の環境イベント、自然
体験、清掃活動など、身近にできる環
境保全活動に取り組んでいます。全国
事務局では、登録クラブに配布する情
報誌『ＪＥＣプレス』、『メンバー手帳』、

『応援マニュアル』などの活動ツール
を作成・配付したり、発表・交流の場
として年に一度の『全国フェスティバ
ル』行ったりしています。
　事業課の東さんは「現在、全国で約
400 の自治体と協力し合っています
が、さらに、これを増やし、将来的に
はすべての自治体にひとつのクラブを
作りたい」と頑張っています。

　

平
成
26
年
8
月
4
日
～
10
日
、

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
も
り
も
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
4
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
央
区
が
東

京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
で
進
め
て

い
る
「
中
央
区
の
森
」
事
業
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

し
た
も
の
で
、7
日
間
で
1,
0
0
0

人
近
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、「
中
央
区
の
森
」
や

檜
原
村
で
見
ら
れ
る
動
植
物
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ル
展
示
を
は
じ
め
、
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
昆
虫
の
生

体
展
示
、
間
伐
材
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り

な
ど
を
行
い
、
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

全
体
が
「
中
央
区
の
森
」
一
色
に
染

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
夏
休
み
期
間

中
は
、
自
由
研
究
の
題
材
に
ぴ
っ
た

り
の
小
学
生
向
け
講
座
を
多
数
実

施
し
ま
し
た
。
ど
の
講
座
で
も
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
い

た
り
、工
作
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
向
け
だ
け
で
な
く
、大
人
向
け
の
講

座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
環
境
に
つ
い
て

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

『
も
り
も
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
4
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た　

環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成

26
年
夏
「
中
央
エ

コ
キ
ッ
ズ
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　
「
中
央
エ
コ
キ
ッ

ズ
」は
、区
内
在
住
・

在
学
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
環
境

活
動
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
自
然
観
察
や

生
き
物
調
査
、
廃
材
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り
、

間
伐
材
を
使
っ
た

工
作
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
環
境
に

つ
い
て
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
！

≪
中
央
エ
コ
キ
ッ
ズ
≫

【
登
録
に
あ
た
っ
て
】

○
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

が
対
象
で
す
。

○
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
保

護
者
の
方
の
承
諾
が
必
要
で

す
。）

○
随
時
、
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

で
受
付
し
て
い
ま
す
。
登
録
す

る
と
会
員
証
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
参
加
費
】

○
無
料
（
講
座
内
容
に
よ
っ
て

は
入
場
料
な
ど
実
費
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
そ
の
他
】

○
各
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。

○
対
象
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
と
会
員
証
に
参
加
印

を
押
し
ま
す
。

中央エコキッズ始動 !!
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共
用
部
で
で
き
る
こ
と

●
助
成
制
度
の
紹
介

　

区
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
省
エ
ネ
を

進
め
る
た
め
、
共
用
部
を
対
象
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
の
導
入
、
高
反
射
率
塗
料
の
塗
布
、

屋
上
や
壁
面
の
緑
化
な
ど
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。［
別
表
1
］

●
共
用
部
で
で
き
る
取
組
み

［
別
表
2
］

各
家
庭
で
で
き
る
こ
と

　

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
各
家
庭
で

無
理
な
く
省
エ
ネ
に
取
り
組
め
る
中
央
エ

コ
ア
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
節
電
な
ど
の
環
境
活
動
に
よ
り
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
を
減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
、
光
熱
費

の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
エ
コ
ア
ク
ト
の
参
加
者
の

方
に
は
、
無
料
で
省
エ
ネ
ナ
ビ
の
貸
し
出

（別表 2　共用部でできる取組み）

項　　目 内　　　容

照明 エントランス、共用廊下、外構灯などの共用電灯は点灯時間の短縮や間引き点灯をする

エレベーター 近い階への移動は極力エレベーターを使用せず階段を使う

空調 共用部空調の設定温度の見直しや利用時間の短縮を行う

出典：一般社団法人不動産協会、一般財団法人省エネルギーセンター

マ
ン
シ
ョ
ン
で
取
組
め
る
省
エ
ネ
を
紹
介
し
ま
す

～
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
～

（別表 1　マンション共用部の助成制度）

対象機器等 対象者
一般助成

問合せ先
助成単位 限度額

太陽光発電 
システム

管理組合 
共同住宅所有者

（中小企業者等）

出力 1kW 
あたり 
100,000 円

1,000,000 円   　 

環境推進課 
温暖化対策推進係 
3546-5628

高反射率塗料等 
（屋上用高反射率塗料、

窓用日射調整フィルム、
窓用コーティング材）

導入費の 
20％

700,000 円   　

LED ランプ 400,000 円   　  

緑化助成
管理組合 
共同住宅所有者

経費の
2 ／ 3

接道部� 20,000 円 /㎡ 
接道部以外� 10,000 円 /㎡ 
屋上 ･ ベランダ � 30,000 円 /㎡ 
壁面�  5,000 円 /㎡ 
※全体の限度額 2,000,000 円

水とみどりの課 
緑化推進係 
3546-5434

※工事前に助成金の申請が必要です。対象機器等には要件があります。

省エネナビ

環境活動 クイズ 認証

中央エコアクトの流れ

申込

し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
ナ
ビ
は
、

家
庭
の
分
電
盤
に
測
定
器
を
取
り
付
け
る

だ
け
で
、
現
在
の
電
気
使
用
量
や
電
気
料

金
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
い
つ
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
や

各
家
庭
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

環
境
推
進
課　

温
暖
化
対
策
推
進
係

☎
（
３
５
４
６
）
５
６
２
８

防
止
対
策
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

新
聞
回
収
袋
配
布
場
所

中
央
清
掃
事
務
所
、
環
境
推
進
課
（
区
役

所
七
階
）、
日
本
橋
特
別
出
張
所
、
月
島

特
別
出
張
所
、
京
橋
図
書
館
、
日
本
橋
図

書
館
、
月
島
図
書
館

※
こ
の
袋
は
、
地
域
の
集
団
回
収
に
は
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
区
の
資
源
回
収
委
託
業
者
は
、
車

両
に
「
資
源
回
収
車　

中
央
区
」
の
表
示

が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

中
央
清
掃
事
務
所　

作
業
係

☎
（
３
５
６
2
）
1
５
２
1

　

集
積
所
に
出
し
た
新
聞
、雑
誌
、段
ボ
ー

ル
、
び
ん
、
缶
等
の
資
源
物
を
第
三
者
が

持
ち
去
る
行
為
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、「
中
央
区
廃
棄
物
の
処
理
及

び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
」
で
、
古
紙
等

の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
等
の
防
止

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

資
源
は
、回
収
当
日
の
朝
8
時
ま
で
に
、

集
積
所
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い

　

持
ち
去
り
行
為
は
、
夜
間
や
明
け
方
に

多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
集
の
前
日
や

夜
間
・
早
朝
に
排
出
す
る
と
持
ち
去
ら
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
大
切
な
資

源
を
持
ち
去
り
行
為
か
ら
守
る
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
聞
回
収
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

区
の
資
源
回
収
に
排
出
し
た
こ
と
を
明

示
し
た
新
聞
回
収
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
の

集
団
回
収
で
持
ち
寄
っ
た
新
聞
等
の
持
ち

去
り
を
防
止
す
る
た
め
に
、
集
め
た
古
紙

は
契
約
回
収
業
者
に
引
き
渡
す
旨
を
表
示

し
た
「
意
思
表
示
紙
」
の
使
用
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。「
意
思
表
示
紙
」の
見
本
は
、

中
央
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
源
持
ち
去
り

「
資
源
物
の
持
ち
去
り
防
止
対
策
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
が
わ
か
ら
な
い
。

・
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
た
い
け
ど
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
？

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
や
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
に
ご
み
の
出
し
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
。

　

中
央
清
掃
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
町
会
・
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン
、

事
業
者
、
商
店
街
な
ど
か
ら
の
ご
要
望
に
よ
り
、
職
員
を
「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
派
遣
し
、
ご
み
に
関
す
る
悩
み
を
一
緒
に
解
決
し
ま
す
。

　

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
清
掃
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

　

●
問
合
せ
先

	

　

中
央
清
掃
事
務
所　

作
業
係

	

　

☎
（
３
５
６
2
）
1
５
２
1

「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
派
遣
し
ま
す
!!

環 境 分 野 で ご 活 躍 さ れ て い る 方 々 に 感 謝 状 を 贈 呈 し ま し た
　日頃から地域での清掃活動や資源回収に
ご尽力いただいている方々や事業系一般廃
棄物の再利用等に積極的に取り組んでいる
区内の事業所、さらに今年度から区内の緑
化活動に貢献された区民や団体へ、１２月
９日 ( 火 ) に感謝状を贈呈しました。
　受賞される方および団体は右表のとおり
です。（敬称略）

●問合せ先　①中央清掃事務所　清掃事業係　☎（３５６２）１５２３　②③環境推進課　環境活動係　☎（３５４６）５６５４　④中央清掃事務所　排出指導係　☎（３５６２）１５２４　⑤水とみどりの課　緑化推進係　☎（３５４６）５４３４

①リサイクル活動団体（３団体）
●藤和八丁堀コープ管理組合
●浜町グランドハイツ管理組合
●カーサ相生管理組合法人
②地域クリーン活動団体（３団体）
●東日本橋三丁目町会
●浜三東部町会婦人部
●佃二丁目 5 号棟自治会

③地域クリーン活動ボランティア（５人・２団体・１事業所）
●髙野　善次郎
●和田　文子
●栗林　賢
●小針　俊郎
●岩手　行正
●築地町自治会婦人部
●佃リバーシティ自治会
● HARIO 株式会社

④事業用大規模建築物所有者（２事業所）
●電源開発株式会社
●近三商事株式会社
⑤緑化活動ボランティア（３人・３団体）
●池田　文夫
●佐藤　教子
●鈴木　寿子
●隅田川さくらの会
●日本橋女学館中学校・高等学校
●タンポポ・エコ・サイト


